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対象機種 5台 DBG®-03、 DBB®-100NX （日機装.（東京））、 TR®-3000S （東レ.（東京））、 NCV®-10 
（ニプロ.（大阪）)、SD®-300 （JMS.（東京））、に対し、循環システムと透析装置にセッティングの
完了した血液回路を接続し、一般的な治療条件（透析装置の通常運転状態）の血液ポンプ流量








透析室勤務年数 1 年～19 年。透析装置 DBGⓇ-03（日機装（東京））を使用し、一般的な治療条件の血
























報の 5項目は 5機種とも 20秒以内に再現することが可能であった。 
 シミュレーション・トレーニングにより計測した 5項目における回数別の反応・操作時間の平均は 1
回目 117秒（23±13秒）、2回目 91秒（18±4秒）p＝0.33(t-test)となり反復トレーニングの有意差は認



















秒、注視時間が最大で約 5秒、初心者では同じく 318秒および約 0.8秒であった。熟練者は、治療再開
時に血液流量および回路内圧力のチェックに注視することが確認できた。初心者はトラブル箇所の候補
が複数あると特定に至るまで、繰り返し捜し続けた分だけ注視ができなかったと考えられる。視点解析
から対処時間以外に、注視時間により操作方法の理解度の違いが分かった。 
 
６．結言 
模擬体外循環システムを利用した、血液透析の臨床状態とトラブルを再現するシミュレータシステムを
開発し、その汎用性の確認およびシミュレーション・トレーニングを行い、教育への応用を検討した。 
①血液透析シミュレータシステムの開発 
②電流値（パラメータ値）の設定および汎用性の検討 
③シミュレーション・トレーニングによる有効性の検討 
④視点解析による教育方法の検討 
4透析治療中に発生する警報（トラブル）は、今まで臨床の場でしか経験ができなかったトラブル対処で
あるが、本シミュレータシステムが完成し、シミュレーション・トレーニングが行えれば、これまで臨
床の現場以外では困難であった透析装置についての定型的教育、操作訓練およびトラブル発生時におけ
る事象の理解と適切な対処法の習得が可能になると考えている。それにより、本システムは透析装置操
作関連の事故の減少に貢献するものと考えられる。 
 
 
論文審査結果の要旨 
 
 
１．論文の内容 
本論文は、医療分野、特に臨床工学関連分野において、透析装置使用時のトラブルを減少させる
ために、医療従事者へのトレーニングの一環として透析装置へ装着するシュミレータシステムの開
発および評価に関する研究である。 
本論文は臨床工学関連分野における透析装置使用時のトラブルを減少させるために、各種の透析
装置へ装着する透析回路の循環モデルを使用したシュミレータシステムの開発および評価に関す
る研究である。透析治療下で起こりうるトラブル（警報）再現型シミュレータを開発し、臨床現場以外
でトラブル対応のトレーニングを行うことが有効と考え、臨床で警報発生の頻度が高く、患者に多大な
ダメージを与える 5 種類のトラブル、すなわち、①脱血不良、②ダイアライザ閉塞、③返血回路外れ、
④返血回路閉塞、⑤漏血（ダイアライザ部）を再現できるシミュレータシステムを開発し、その評価を
おこなったものである。 
 
２．評価 
博士課程論文としての新規性に関しては、研究の着想、究対象の選択、研究方法の選択は正しく、研
究の意義は十分に認められる。将来的な発展の可能性が大きい。 
学位論文としての妥当性は、論文全体の構成、内容と論旨の一貫性は保たれており、論文検索の妥当性
は認められ、氏名・所属・論題・英文抄録・文献の記述に問題はなく、データ処理は適正に行われ、考
察は客観的であり、キーワード、keywordsは適正である。 
 
３．口頭発表（公聴会）ならびに口頭試問に評価 
予備審査段階では時間内での発表であったが、本審査段階において若干時間をオーバーした発表とな
ったが、図表は見やすく、論文要旨は的確に表現され、研究方法の選択は正しく、質問に対して回答は
適切であった。 
 
４．審査結果 
 本論文は九州保健福祉大学保健科学研究科博士過程の学位論文にふさわしいと判断する。 
 
 
